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世界最大級のモバイル研究開発拠点
W ｏrld- ｃｌａｓｓ Ｍ ｏｂｉｌｅ Ｒ＆Ｄ Ｃｅｎtｅr･

㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ■■ ■■ ㎜ ■ ■ ■ ㎜ ■ ■ ■ ■ ■ ■■ ■ ■ ■

Ｒ＆Ｄセンタは､ドコモの研究開発の機能を集約した最先端技術の拠点です。

１９９８年３月に１号館がオープン｡２００２年３月に２号館が完成し､ＡＮＮＥＸ-Ｌ､ＡＮＮＥＸ一日と合わせて４つの建物から

成っています。

移動通信サービスを提供する事業者でありながら､ドコモは自ら研究開発活動を行っています｡これは世界でも稀有な

存在です。ドコモのＲ＆Ｄは、「サービス」「ネットワークインフラ」「デバイス」を３つの柱として､ 次世代移動通信の実

現､ そしてさらなる未来に向けてさまざまな研究開発に取り組んでいます。

N ＴＴ Ｄ ＯＣ ＯＭ Ｏ Ｈ＆ Ｄ Ｃｅｎtｅri ｓ the h ｕb cf ad ｖａｎｃｅｄ t ｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ in ｗhich

口ＯＣ ＯＭ Ｏ'ｓr ｅｓｅａrch ＆de ｖｅｌｏｏｍｅｎt fｕｎｃtion ｓ ａrｅ ｃｏｎｃｅｎtr ａted. Ｂｕijding] ｃｐｅｎｅｄ

ｉｎ Ｍ ａrｃｈ １９９８. ａｎｄ Ｂｕilding 2 ｗａｓ ｅｓtabli ｓhed in Mar ｃｈ ２ ００２.

Ｗ ｅ ａｌｓｏ ｈａｖｅ ＡＮＮＥＸ-Ｌ ａｎｄ ＡＮＮＥＸ-H b ｕilding ｓ 佃｢ ａｃｃＤｍ ｍｏｄａtｉｎｇ ｅｘper ｉｍｅｎtaifacilitie

ｓ.

ＤＯＣ ＯＭ Ｏ ｉｓ ａｃtiｖｅ ｉｎ r ｅｓｅａrｃｈ ａｎｄ ｄｅｖｅｌｃｐｍ ｅｎt ，ｗhich i ｓ globally ｕniq ｕｅ 拍｢ 日

ｍ ｃｂｉｌｅ ｃｏｍ ｍ ｕｎｉｃａtｉｏｎ ｏｐｅrａtｏr.[ ⊃ＯＣ ＯＭ Ｏ'ｓ R ＆ Ｄ ｗill contin ｕｅ t ｏ u ｎｄｅrlaker

ｅｓｅａrｃｈ ａｎｄ ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎt fort ｈｅ ｃrｅａtｉｏｎ ｏ↑ ｅｖol ｕtｉｏｎａry ｎｅｘt ｇｅｎｅrａtｉｃｎ ｍｏｂｉｌｅ

ｃＤｍ ｍｕｎｉｃａtion ｓ ba ｓｅｄ ｏｎ ｉtｓ thr ｅｅ ｍ ａｉｎ ｐｉｌｌａrｓ: I‘ｓｅrｖｉｃｅ,'･ I‘ｎｅtｗｏrk infr ａｓtrｕｃtｕrｅ,'land l

‘de ｖｉｃｅ.I'

Ａ Ｎ Ｎ Ｅ Ｘ- Ｌ は 、将 来 の 移 動 通 信 技 術 の 核 と な る 先 端 的 研 究 テ ー マ に 対 応 し て 建 て ら れ た も の で 、ユ

ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス 研 究 、ビ ッ グ デ ー タ 研 究 、環 境 技 術 研 究 な ど を 行 う 研 究 設 備 を 備 え 、新 し い モ

バ イ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 を 加 速 す る 総 合 的 な 実 験 研 究 棟 で す 。

ＡＮＮＥＸ-L ｗａｓ ｅｓtablj ｓhed ↑０「 ｃｏｎｄｕｃtｉｎｇ rｅｓｅａrch int ｃ ａｄｖａｎｃｅｄ rｅｓｅａrch topic ｓ, ｗhich ｗｉｌｌ ｂｅｃｏｍｅ

ｃｏrｅ technologie ｓ of f ｕtｕrｅ ｍｃ〕ｂｉｌｅ ｃｏｍ ｍｕｎｉｃａtｉｏｎｓ. Ｔｈｅ ｃｏｍｐrｅｈｅｎｓiｖｅ ｅxper ｉｍｅｎt ＆r ｅｓｅａrchb

ｕiidin 巳 ａｃｃｏｍ ｍｏｄａtｅｓ rｅｓｅａrch facilitie ｓ lcr ｕｓｅrint ｅr 砲ｃｅ，big dat ａ， ｅｎｖirｏｎｍｅｎtal t ｅｃｈｎｃ１０ｇｉｅｓ.

ｅtｃ. ａｎｄ ａｃｃｅｌｅrａtｅｓ rｅｓｅａrch int ｏ ｏｅｗ ｍ ｏｂｉｌｅ ｃｏｍ ｍｕｎｉｃａtｉｏｎｓ.

Ａ Ｎ Ｎ Ｅ Ｘ
一
日 は､ 電 波 に 関 わ る 機 器 の 総 合 的 な 特 性 評 価 を 行 う た め の 実 験 研 究 棟 で､ 電 波 の 減 衰 や 反 射

の 現 象 を 忠 実 に 再 現 す る た め の 電 波 暗 室 を 複 数 備 え て い ま す 。

こ れ に よ り､ 大 容 量 で 高 信 頼 の 新 し い 無 線 方 式 の 基 地 局 無 線 装 置､ 端 末 の 実 現 を 可 能 に し て い ま す 。

ＡＮＮＥχ一日i ｓ ａｎ ｅｘper ｉｍｅｎt ＆r ｅｓｅａrch b ｕildingt ｏ ｃｏｎｄｕｃt ｃｏｍｐrｅｈｅｎｓiｖｅ ｐｅrlcr ｍａｎｃｅ ｅvalu ａtｉｏｎ ｏｆ radiode

ｖｉｃｅｓ.lt ha ｓ ｍｕltiple rａｄｉｏ ａｎｅｃｈｏｉｃ rｃｏｍｓ ↑ｏ ａｃｃｕrａtely reprcd ｕｃｅ rａｄｉｃ ｐｈｅｎｃｍｅｎａ ｓｕｃｈ ａs ａttｅrlｕａtｉｃｎ

ａｎｄ rｅｌｌｅｃtｉｏｎ. The facility aid ｓ　realjz ａtｉｏｎ ｏｆ ｂａｓｅ ｓtａｔonr ａｄｉｏ ｅqｕｉｐｍｅｎt ａｎｄ t ｅrｍｉｎａｌｓ for ｎｅｗ radjo

ｓyｓtｅｍｓ ｗith high- ｃａｐａｃｉty and high-reliabiljty.

先端の研究開発を実現する実験設備
E ｘper ｉｍｅｎtal Facilities Reali ｚingAd ｖａｎｃｅｄ Ｒｅsｅａrch ＆ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎt

電 波 暗 室 は 、主 にア ン テ ナ か ら 放 射 さ れる 電 波 の 強 度 や 特 性 を 測 定 す る た め の 設 備 で､ 部 屋 の 壁､ 床､ 天 丼

が す べ て 鉄 で 覆 わ れ 電 波 が 完 全 に 遮 断さ れ た 状 態 に な って い ま す 。部 屋 の 内 側 に は 三 角 状 の 電 波 吸 収 体

が 取 り 付 け ら れ､ 中 で 発 射 し た 電 波 が 壁 面 で 吸 収 さ れる た め 電 波 が 反 射 しな い 環 境 が 作 ら れて い ま す 。

Radic anechoic chambers are lhe facilities ｗhich are mainlyused to measure strengths and chaa ∃cteristjcs of radjosignals emitted lrcm antennas.The 

ｗalls, f100r,andceili昭01 each chamberarecorlstructed ｗith a 口rctectiveircn-coatedmaterial 

ｗhich inhjﾋ〕its radio ｗave penetraticrl.The chamt 〕erinterioris eqｕipped ｗi拙triangleradio ｗave abscrﾋ〕ｅrs，abs

ｏrbingradio ｗaｖｅs emitted jnsjde the chamber,therebycreating an en ｖironment ｗh(∃rｅ radic ｗavｅs cannot reflect.

音 の 反 響 を 完 全 に 抑 圧 す る よ う に 作 ら れ て い る の が 無 響 室 で す 。従 来 の 電 話 端 末 の み な ら す 、

高 音 質 マ ル チ メ デ ィ ア 端 末 の 音 響 特 性 な ど の 精 密 な 測 定 試 験 を 行 う こ と が で き ま す 。

Ａｃｏｕｓtｉｃ ａｎｅｃｈｏｊｃ ｃｈａｍｂｅrｓ ａrｅ ｅｓtabli ｓhed t ｏ ｃｏｍｐｌｅtely ｓｕppr ｅｓｓr ｅｖｅrber ａtｉｏｎ. Ｔｈｅy enable pr ｅｃｊｓｅ

ｍｅａｓｕrｅｍｅｎtｓ ｏｆ ａｃｏu ｓtｉｃ ｃｈａrａｃtｅriｓtic ｓ ｏt ｃｏrlｖｅｎtｉｏｎａｌ ｍｏｂｉｌｅ t ｅrminai ｓ ａｓ ｗell a ｓ tho ｓe ofhigh-

ａｃｏｕｓtic-q ｕality ｍｕltimedia t ｅrｍｉｎａｌｓ.
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常に発展し続ける移動通信技術
C ｏｎｓtａｎtly Ｅ ｖol ｖｉｎｇ Ｍ ｏｂｉｌｅ Ｃ ｏ ｍ ｍ ｕｎｉｃａtｉｏｎ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ

Ｒ ＆ Ｄ セ ン タ で は
、
無 線 ネ ッ ト ワ

ー
ク の 発 展 に 継 続 的 に 取 り 組 ん で お り

、
Ｌ Ｔ Ｅ- Ａ ｄ Ｖａ ｎ

Ｃ ｅ ｄ の さ ら な る 高 速･ 大 容 量 化 、ネ ッ ト

ワ ー ク 仮 想 化 の 導 入･ 拡 大､ 将 来 の 次 世 代 移 動 通 信 ５ Ｇ の 実 現 な ど に 向 け た 研 究 開 発･ 標 準 化 を 推 し 進 め て い ま す

。
ま た､ 通 信

技 術 の 高 度 化 に 加 え
、
お 客 様

一
人 ひ と り の ス マ

ー
ト ラ イ フ の パ

ー
ト ナ

ー
と し て

、
お 客 様 の 生 活 を 便 利 で 快 適 に す る た め の

サ
ー
ビ ス と デ バ イ ス の 研 究 開 発 に も 取 り 組 ん で い ま す

。

Ａt the R ＆ Ｄ Ｃｅｎtｅr，Ｄ ＯＣＯＭ Ｏ ｉｓ ｃｏrltin ｕｉｎｇ ｅｆｆＤ｢t ｓ t ｏ ｅｖolｖｅ the r ａｄｉｏ ｎｅt ｗｏrk by pr ｏｍ ｏtｉｎｇr ｅｓｅａrch
，de ｖｅ

ｌｏｐｍｅｎt ａｎｄ ｓtａｎｄａrdi ｚａtｉｏｎ.

Ｃｕrrｅｎt ｍａｊｏrtopic ｓ ａrｅ t ｏ ｅｖcIｖe LTE-Ad ｖａｎｃｅｄ ｃａｐａｂｉｌｉty, tｏ ｉｎtrod ｕｃｅ ａｎｄ ｅｎｈａｎｃｅ Ｎｅtｗｏrk F ｕｎｃtｉｏｎｓ Virt
ｕaliｚａtｉｏｎバヨnd t ｏ reali ｚｅ ５Ｇ(

Ｎｅｘt-Ｇｅｎｅrａtｉｏｎ Ｍｏｂｉｌｅ Ｃｏ ｍ ｍｕｎｉｃａtｉｃｎｓ Ｓy ｓtｅｍｓ).F ｕrther ｍｏrｅ
バ ｈｅ ｅ晋ｏrt ｓ incl ｕde ｖａrio ｕｓ t ｅｃｈｎｏｌｏｇｉｃａｌ ｃｈａｌｌｅ 昭 ｅｓ ｏｎ ｓｅrｖｉｃｅｓ ａｎｄ

ｄｅｖｉｃｅｓ,be ｓide ｓ ｃｏｍ ｍｕｎｉｃａtｉｏｎ tｅｃｈｎｏｌＤｇｉｅｓ,that ａrｅ ｋｅy t ｏ ｍ ａｋｅ ｅａｃｈ ｃｕｓtｏｍ ｅrIｓ ｌｉｆｅ ｃｏｎｖｅｎｉｅｎt 
ａｎｄ ｃｏｍ１０rtａｂｌｅ ａｓ ａ Ｓ ｍａrt Life Par ｌｎｅr.

最 大 通 信 速 度

( 標 準 化 ス ペ ッ ク 最 大 値)

Ｍ ａχim ｕｍtr ａｎ ＳｍｉＳＳｉｏｎ ｓpeed ｓ(The

ma χimum values

in the standardizedspec にIcations)

I Ｇbp Ｓ

１０ ０ Ｍ ｂｐ Ｓ

I Ｍbp Ｓ

2 ０００ 2０1０

ALL- ＩＰ Ｎ ｅt ｗ ｏrk N ｅt ｗ ｏrkF ｕｎｃtｉｏｎｓVirt ｕaliz ａtiｏｎ

2 ０２０ 年度JF
Ｙ

環境に配慮した各種設備
Facilitie ｓ ｗitｈ Ｅｎｖirｏｎｍｅｎtａｌ Ｃｏｎｓider ａtiｏｎ

Ｒ ＆ Ｄ セ ン タ で は 自 然 エ ネ ル ギ ー を 有 効 活 用 す る た め 、１ 号 館 屋 上 に 太 陽 光 発 電( ２ ０ ｋＷ 及 び ５ ０ ｋＷ) と

風 力 発 電 シ ス テ ム( ４ ｋＷ) を 設 置｡ 発 電 さ れ た 電 力 を 館 内 設 備 で 有 効 活 用 す る こ と で 環 境 に 配 慮 し た 施

設 運 営 に 取 り 組 ん で い ま す｡ ２ 号 館 屋 上 に も 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム( ３
．３ ｋＷ) を 設 置 し て い ま す 。

ｌｎ ｏrder t ｏ ｅ斤ｅｃ↑iｖely u ｓｅ ｎａtｕrａｌ ｅｎｅrｇy ，ｓｏｌａrpo ｗｅr ｇｅｎｅrａtｊｏｎ ｓy ｓtｅｍ ｓ ( ２０ ｋＷ ａｎｄ ５０ ｋＷ)

ａｎｄ ｗind 口ｏｗｅr ｇｅｎｅrａtｉｏｎ ｓy ｓtｅｍｓ ( ４ ｋＷ) ａrｅ ｉｎｓtａｌｌｅｄ ｏｎ the r ｏｏｆ ｏｆ Ｒ＆Ｄ Ｃｅｎtｅr Ｂｕilding l.

Ｂy ｅｆｆｅｃti ｖeJy apply ｉｎｇ t ｈｅ ｇｅｎｅrａted po ｗｅr t ｏ the faciljtie ｓ in ｓide t ｈｅ Ｈ ＆口 Ｃｅｎtｅr. ＤＯＣＯ Ｍ Ｏ ｉｓ

ｏｐｅrａtｉｎｇ t ｈｅｍ ｉｎ ａｎ ｅｎｖirｏｎｍ ｅｎtａ卜yfriendly fa ｓhion. Ｔｈｅ r ００１ ０ｆ Ｂｕilding 2 1 ｓ al ｓｃ ｅq ｕipped

ｗith ｓｏｉａr pc ｗｅr ｇｅｎｅrａtｉｏｎ ｓy ｓtｅ ｍｓ (3.3 kW.)

災 害 時 の 安 全 性 を 考 慮 し た 施 設 づ く り を め ざ し ，１ 号 館 の 建 物 に は ゴ ム と 鉄 板 の 積 層 体 で 構 成 さ れ た

免 震 構 造 を 採 用, 約 ８ 万 ト ン の ビ ル 全 体 を 支 え て い ま す｡ 大 き な 地 震 の 時 に は, 建 物 が 支 柱 の 上 で ４ ０

～ ５ ０ Ｃｍ 横 に ス ラ イ ド ※ し て 揺 れ を 吸 収 し ま す｡ ２ 号 館 に も 同 様 の 構 造 を 採 用 し て い ま す 。

（ ※ 支 柱 は 計 １３ ０ 個, 直 径 １００ ０ ｍ ｍ
ｏ
Ｍ ８･ 震 度 フ 程 度 の 地 震 を １／４ 程 度 に ま で 軽 減 ）

ｌｎ ｏrder t ｏ ｍｉｎｉｍｉzｅ ｄａｍａｇｅｓ Irｏｍ ｍａｊｏr ｅａrthq ｕａｋｅｓ, ｓei ｓmic i ｓｏｌａtｉｏｎ ｓtrｕｃtｕre jｓ adcpt ｅｄ ｉｎ Ｂｕilding ｓ

ｌ ａｎｄ ２. Ｓｅｉｓmic i ｓｏｌａtｉｃｎ ｄｅｖｉｃｅｓ
， ｃｏｎｓiｓted ｗith a r ｕbber/ir ｏｎ-ｌａｍｉｎａted body ， ｓｕpport t ｈｅ ｅｎtireb

ｕjlding.ln t ｈｅ ｅｖｅｎt ｏ↑lar ｇｅ ｅａrthq ｕａｋｅｓ. the b ｕilding ｓ 油 ｓｏrb the ｓtrike by ｓjiding 40- ５０ ｃｍ ａｃrｏｓｓthe

de ｖｉｃｅｓ （*｡）（ｎ ｎ tｈｅ ｃａｓｅ ｏｆ Ｂｕilding l ， １３０ ｓei ｓmic i ｓｏｌａtｉｏｎ ｄｅｖｉｃｅｓ ｓｕpport ８０,０００-ton b ｕildingandred

ｕｃｅｓ ｅａrthq ｕａｋｅ ｏ↑ ｍａｇｎｉtｕｄｅ ８ ｗith int ｅｎｓity 7 by ａ ｆａｃtｏr ｏｆ ２５％｡ ）



展示 ホールのご紹介

ｉ

『

－

Ｉ

■

lｎtrod ｕｃtｉｏｎ tｏ the E ｘhibit ｉｏｎ.Ｈａ!!

ド コ モ Ｒ ＆ Ｄ が 創 造 す る 移 動 通 信 の 将 来 ビ ジ
ョ ン を 実 感 で き る 体 験 型 展 示 ホ

ー ル

Ｔｈｅ ｉｎtｅrａｃtiｖｅ ｅｘhibitjon hall allo ｗs ｏｎｅ tｏ ｅｘper ｉｅｎｃｅ the f ｕtｕrｅ ｖiｓｉｏｎ ｏｆ 
ｍｏｂｊｌｅ ｃｏｍ ｍｕｎｉｃａtｊｏｎｓ ｃrｅａted by ＤＯＣ Ｏ ＭＯ Ｒ＆

Ｄ.

【見 学 時 間 】平 日( 土 日 祝 日 を 除 く) ３
回 実 施( 完 全 予 約 制

、ｌ グ ル ー プ 最 大 ５０ 名 様 ま で)
１ 回 目 １０：０ ０ ～ １ １：３ ０　　 ２ 回 目 １

３：０ ０ ～ １４：３ ０　　 ３ 回 目15: ０ ０
～16: ３ ０

【Ｔｏｕrho ｕrｓ 】３ t ｉｍ ｅｓ ａ ｄ
ａy ｏｎ ｗ ｅｅｋｄａy ｓ ｅｘcl ｕding holiday ｓ(byr ｅｓｅrｖａtｉｏｎ ｏｎｌy: limit ５０ ｐｅｏ

ｐｌｅ ｐｅr ｇrｏｕp)l
ｓt t ｏｕr丿 Ｏ：０ ０ ａｍ- Ｈ ：３ ０ ａ ｍ　 ２ ｎｄ ｔ

ｏｕｒ： １：０ ０ ｐｍ- ２：３ ０ ｐ ｍ　 ３｢ ｄ ｔｏｕｒ： ３：０ ０ ｐｍ- ４：３ ０ ｐｍ

【見学内容】

１．Ｒ＆〔〕センタ概要説明( 約１５分)　 ２.展 示ホール[ ＷＨＡＲＦ]の 見学( 約７５分)

【Ｔｏｕrdetail ｓ】

1. ０ｖｅrｖie ｗ pr ｅｓｅｎＵﾖtｊｏｎ ｏｆ tｈｅ Ｒ＆ Ｄ Ｃｅｎtｅr （Appr ｏｘ. １５ ｍｉｎ.）

２. Ｔｈｅ ｅｘhibition hall （Ｗ ＨＡＲＦ）t ｏｕr （Appr
ｏｘ.75 min. ）

見学の予約

限 ）
Eｘhibitiｏn Hall

ＷH ＡRF

W ●Ilth ，Humln 人ctivltl●s，aad 跨●了@Iuti ●nf ●「th ● Fu仙「 ●．

R ｅs ｅrｖａtｉｏｎ ｆｏr Ｅｘhibiti ｏｎ

・ お 問 合 せ 先： Ｗ ＨＡＲＦ
予 約 デ ス ク ０４６-８４０-３９４６

■ 受 付 時 間： ９：３０～ １２：００､ １３：００～ １７：３０( 平 日 の み)

アク セス

■Forinquirjes: WHARF Res ｅrｖation Desk ＋81-46-840-3946

1B ｕｓｉｎｅsｓ hourｓ: ９:30 ～12:00 ，13:00 ～17:30( Ｗｅｅｋｄａyｓ ｏｎｌy)

■･･････■･■･■･■･■･■･■Ｉ-Ａ Ｃ Ｃ ｅ Ｓ Ｓ

【所 在 地 】

〒２３ ９-８ ５３６　 神 奈 川 県 横 須 賀 市 光 の 丘 ３ 番 ５ 号　 ド コ モ Ｒ ＆ ロ ゼ ッ タ

京 浜 急 行｢ Ｙ ＲＰ 野 比 駅｣ 下 車, 駅 前 バ ス 停 か ら 出 る｢ ＹＲ Ｐ 行｣ ま た は

ｒＹ Ｒ Ｐ 経 由
通 研 行｣ の パ ス で｢ Ｙ ＲＰ セ ン タ｣ 下 車

。所 要 時 間 は 約 １０ 分 。

【Addr ｅｓｓ】

Ｎ ＴＴ Ｄ ＯＣ Ｏ Ｍ Ｏ Ｒ＆ Ｄ Ｃｅｎtｅr

３-５ Ｈｉｋａri-ｎｏ-ｏｋａ, Ｙｏｋｏｓｕka- ｓhi, Ｋ
ａｎａｇａｗａ, ２３ ９-８５ ３６, Ｊａｐａｎ

Ｔａｋｅ Ｋｅｊｋy ｕ Ljne t ｏ Ｙ ＲＰ Ｎｏｂｉ Ｓt ａtｉ
ｏｎ.

Ｔｈｅｎ,t ａｋｅ ａ ｂｕｓ Irｏ ｍthefr ｏｎt of the ｓtａtｊｏｎ
，

eitherfor l' Ｙ ＲＰＩＩ ｏrlIT ｓｕ-ｋｅｎ ｖｉａ Ｙ ＲＰＩＩ.

Ｄrop- ｏ晋 ａt ｌＩＹＲ Ｐ ＣｅｎtｅrII[Appr ｏｘ］ Ｏ ｍｉｎ. ride)｡

:.●

再生紙を使用しています

ね

Ｈ２７.11

株 式 会 社 Ｎ 丁 丁 ド コ モ

Ｎ ＴＴ Ｄ Ｏ Ｃ Ｏ Ｍ Ｏ
，
ＩＮ Ｃ.

ＵＲＬ:http ｓがｗ　ｗｗ.ｎttｄｏｃｏｍｏ.ｃｏ･jp/



ｄｏｃｏｍ ○

NＴＴドコモ Ｒ＆Ｄ展示ホール「ＷＨＡＲＦ」

ﾄ ゴモが創り出す、将来のモバイル通信とスマートライフを実感できる

体験型展示ホール、それが｢ ＷＨＡＲＦ｣です。

【ご見学について】

完全予約制( 先着順:1 グ ループ最大50 名 様まで勺　 入館無料

１回目:10:00 ～11:30　2 回 目:13:00 ～14:30　3 回 目:15:00 ～16:30　　

中学生以下のお子様が含まれるお客様の見学については、

以下の割合で保護者または世話人(成人)の付き添いをお願いします。

小学2年生以下：個別にてご相談させていただきます

小学3年生以上:24 名あたり1名以上の｢保護者一世話人｣の付き添い

【 申 込 み 方 法 】

オ ン ラ イ ン 申 込 み ２ ４ 時 間 受 付 中

http ｓ://ｗｗｗ.ｎttｄｏｃｏｍ０.ｃｏj p/ ｃｏrpoｒａtｅ/tｅｃｈｎｏｌｏｇｙ/rd/r ｄｃｅｎtｅr/ｗharf/
INTTドコモWHARF I[j119

上記のURL から、5～90 日先までの見学申込み可否状況が確認できます。

見学希望日時を選択してお申込みください。追って担当者からメールをお送りいたします。

そのメールにより予約の可否が確定します。

※学校関係等で90 日より先の日程でお申込みを希望される場合および50 人を超える人数での

ご見学を希望される場合は、個別にご相談させていただきますので、お問い合わせください。

【ＷＨＡＲＦの 所在 地】

神奈川県横須賀市光の丘3-5

(株)ＮＴＴドコモ Ｒ＆Ｄセンタ内

【お問 い 合 わせ 先】

ａ : 046-840-3946( 平日9:30-12:00 13:00-17:30)　　

図　:tｅr!ji⑥ｎttｄｏｃｏｍｏ.ｃｏｍ

☆｢R ＆D｣とは：研 究･ 開 発( Ｒｅ５ｅａrch＆De ｖｅｌｏｐｍｅｎt)を 意味してい ます 2016.6.1



【ＷＨＡＲＦの 展 示 物 】

－一心" “ 〃゙

一一 ← - - 一 心 - S
I-- ■.rふ-n-

－ - Ｗ - ４ - ．－
－ - ｌ －

１。シ ア タ ー

ＮＴＴ ＤＯＣＯＭＯ ＶＩＳＩＯＮ ２０２０ ＨＥＡＲＴ

～ ス マ ートイノベ ー ション へ の 挑 戦 ～

ドコモ は2020 年 に 向 け､ 絶 え 間 の ない 変 革 に より、

国､ 地 域､ 世 代 を 超 え て す べ て の 人 々 が 安 心･ 安 全 で

豊 か に 生 活 で きる 社 会 の 実 現 を 目 指 して い ま す 。

そ の ような 未 来 の 生 活 を映 像 で 紹 介 しま す 。

2｡ ト ラ ン ス･ フ ュ ー チ ャ ー・ソ サ エ テ イ

ドコモＲ＆Ｄによって創造される未来のスマートライフを

体験することができます。

3｡ カ ッテ ィン グ･ エ ッジ･ テ クノロ ジ ー

LTE/LTE-Ad ｖａｎｃｅｄの技術概要を映像で紹介します。

また､LTE 開 発 時に用いた実験用装置( 基 地局と端末)に

よるデータ伝送のデモンストレーションを行います。

研究･開 発中の技術を試作品によりデモ体験できます。

＜ 自 然 対 話 エ ージ ェント＞

＜ グ リ
ー ン

基 地 局 ＞

爾　　.LI- 甲..,）j.r..;..-.9..,7f゛'.７,-.-=ﾌ.'4･　"〃x"

スタンプ ＞

5. 基 本 を 学 ぼ う

携帯電話がつながる仕組みをジオラマ模型と映像で

紹介しますO
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j:j=･

ＹＲＰ：横須 賀リ サー チ パ ーク(Ｙｏｋｏｓｕｋａ Ｒｅｓｅａrｃｈ Ｐａrk)
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